
　2021年「周術期におけるリスクマネージメントと災害看護」アンケート結果　 参加者：48名（会員：39名　非会員：９名）

アンケート回数：38名　回収率：80％

１、参加者について

２．講義内容について
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講義の理解（午前）

十分理解できた 理解できた
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講義の理解(午後）

十分理解できた 理解できた
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セミナーの満足度
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　　　　満足の理由　

医療安全の視点で不足している部分があり講義を受けて不足部分に気づくことができたため、災害時の訓練を自施設でも実施しているがとても参考になったため

例をあげてわかりやすかった

リスクマネジメントの概念や、災害対策について学べ、自施設の不足に気づくことができた

手術室とい特殊環境下における災害看護について学べてとてもよかったです。実際に他院の訓練をみれたのもよかったです

自施設を見直すよい機会となりました

午前と午後と普段やれていないことが明確になり、明日から自分がどうしないといけないのかを考えることが出来た

アクションカードの導入方法や、実際に訓練をどうやったらいいかが曖昧だったので、今回の講義で学べたので病院に持って帰り、情報共有をしたい

院内でのインシデント報告があまり上がってこないが、今後、件数を増やす工夫を教えていただけた

今まで思ってきたこと、実施してきたことが正しかったと思える先生方の講義内容に含まれていたため自身が持てるようになった。

災害についても、もっともっといろいろ自施設の状況を把握して、平時からの防災訓練を行う、リスクマネジメントの必要性を感じました

３．WEBセミナーに参加について

　　　　理由：聴講しやすかった　

移動時間がなく有効に時間が使える

遠方でも参加できる

初めてのWeb セミナー操作も簡単で参加しやすかった

質問もしやすい

４．今後希望するセミナー

感染対策について

手術におけるリスクの回避方法

周術期の倫理

管理者研修　手術室運営

人材育成、データ活用
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聴講のしやすさ

聴講しやすかった 聴講しにくかった
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講義時間について

適切だった 長かった 短かった
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